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平
成
19
年
７
月
20
日
に
渋
川
合
同
庁

舎
別
館
で
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式

が
行
わ
れ
、
今
回
は
20
組
46
人
の
農
家

の
皆
さ
ん
（
下
欄
参
照
）
が
調
印
を
行

い
、
家
族
内
で
の
取
り
決
め
に
つ
い
て

確
認
を
交
わ
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会

で
は
、
今
日
の

重
要
な
課
題
で

あ
る
家
族
経
営

協
定
の
締
結
に

つ
い
て
積
極
的

に
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
魅
力
あ

る
農
業
経
営
の

た
め
に
家
族
経

営
協
定
を
結
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

は
、
市
農
業
委

員
会
事
務
局

（
牲
○
２
９
２
０
）
ま
た
は
渋
川
地
区

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー（
牲
○
１
３
２
１
）へ
。

（
敬
称
略
五
十
音
順
）

◆
相
川
作
次
・
ト
ミ
子
　
　
　（
半
田
）

◆
相
川
嘉
辰
・
公
子
　
　
　
　（
半
田
）

◆
飯
塚
朝
雄
・
礼
子

（
横
堀
）

◆
飯
塚
光
市
・
敬
子

（
横
堀
）

◆
池
田
勝
好
・
久
子

謙
一
郎
・
祐
二
郎

（
中
郷
）

◆
石
井
彦
十
郎
・
房
江

（
半
田
）

◆
今
井
克
由
・
繁
美（
北
橘
町
下
箱
田
）

◆
大
谷
忠
・
美
津
江

（
有
馬
）

◆
佐
藤
眞
一
郎
・
清
江
　

（
横
堀
）

◆
佐
藤
裕
一
・
宮
子

（
北
牧
）

◆
田
中
武
男
・
照
美
・
友
嵩
（
北
橘
町
八
崎
）

◆
田
中
立
男
・
か
い
子
・
則
之
（
北
橘
町
八
崎
）

◆
角
田
悦
寿
・
佐
知
子
・
悟
（
赤
城
町
勝
保
沢
）

◆
永
井
克
男
・
初
代（
赤
城
町
三
原
田
）

◆
南
雲
八
郎
・
真
理（
赤
城
町
溝
呂
木
）

◆
萩
原
勝
吉
・
和
子

（
北
橘
町
真
壁
）

◆
原
田
勝
彦
・
弘
子

（
赤
城
町
樽
）

◆
藤
川
満
・
あ
け
み（
赤
城
町
持
柏
木
）

◆
森
田
次
一
・
智
子
・
拓
哉
（
北
橘
町
赤
城
山
）

◆
山
本
正
五
郎
・
ミ
ツ
エ

（
金
井
）
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遊
休
農
地
解
消
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

市
内
各
地
区
に
雑
草
を
抑
制
す
る
マ
メ

科
の
緑
肥
作
物
を
播
種
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
播
種
し
た
圃
場
に
は
環
境
保
全

型
農
業
と
し
て
試
験
的
に
果
菜
類
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
を

掲
載
し
た
り
、
圃
場
に
は
看
板
を
設
置

し
遊
休
農
地
解
消
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

遊
休
・
耕
作
放
棄
地
だ
け
で
な
く
農

地
の
無
断
転
用
や
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
、
農
業
委
員
全
員
に
よ
る
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
時
に
は
腕
章
を
着
用
し
、
巡

回
用
自
動
車
に
プ
レ
ー
ト
を
張
り
身
分

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー

ル
で
発
見
さ
れ
た
無
断
転
用
地
な
ど
の

農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
通
知
や

戸
別
訪
問
に
よ
り
原
状
回
復
や
転
用
申

請
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
を
設
け
、
各
地
区
の
総
合
支

所
を
会
場
に
農
業
委
員
が
交
代
で
農
家

か
ら
の
相
談
（
農
地
の
貸
し
借
り
・
売

買
・
ト
ラ
ブ
ル
等
）
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

今
後
の
予
定
は
、
11
月
13
日
（
火
）

（
会
場：

赤
城
総
合
支
所
）
Ｈ
20
年
１

月
11
日
（
金
）（
会
場：

北
橘
総
合
支

所
）
で
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
相
談
日
以
外
で
も
事
務
局

（
市
役
所
第
２
庁
舎
内
牲
○
２
９
２
０
）

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
相
談
の
際
は
事
前
に
お
電
話

で
ご
予
約
願
い
ま
す
。

市
で
は
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
及
び
ク
マ
等

に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防
止
を
図
る
た

め
、
２
戸
以
上
の
農
業
者
で
組
織
さ
れ
た

団
体
が
鳥
獣
害
対
策
事
業
を
行
う
場
合
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
を
希
望
す
る
方
は
、
市
農
林

課
（
牲
○
２
５
９
３
）ま
た
は
地
区
の
農

業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎週金曜日発刊
購読料月額600円(税込）

お申し込みは地元の農業委員へ

農政の動きを知り
経営に役立てる

遊
休
農
地
が
あ
っ
て
「
迷
惑
だ
」

「
困
っ
て
い
る
」
…
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
今
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
遊
休
化
し
た
農
地
を
耕
作

で
き
る
よ
う
復
元
し
遊
休
農
地
を
解
消

す
る
た
め
、
遊
休
農
地
対
策
事
業
補
助

金
交
付
制
度
に
基
づ
き
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
補
助
金
を
希
望
す
る
方
は
、

市
農
林
課
（
牲
○
２
５
９
３
）ま
た
は
地

区
の
農
業
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
の
取
り
組

み
を
始
め
、「
行
動
す
る
農
業
委
員
会
」
と
し
て
、
農
業
の
発
展

と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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私
が
農
業
を
始
め
て
７

年
。そ
れ
ま
で
は
専
業
主
婦
で
、

ア
パ
ー
ト
の
『
ベ
ラ
ン
ダ
に
プ
ラ
ン
タ

ー
』
の
生
活
で
し
た
。
私
の
実
家
に
入

る
こ
と
に
な
り
、
母
の
畑
を
手
伝
い
始

め
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
村
報
（
旧
小

野
上
）
で
農
林
大
学
校
の
”
野
菜
作
り

講
座
“
の
募
集
を
み
て
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
就
農
コ
ー
ス
に
入
れ
ま
し
た
。
参

加
者
11
名
で
、
地
域
、
職
業
、
年
齢
、

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
の
日
程
の
中
に

三
日
間
の
農
家
実
習
が
あ
り
、
普
及
所

の
”に
な
い
手
育
成
課
“
で
紹
介
さ
れ

た
の
が
、
赤
城
の
青
木
さ
ん
。
立
ち
並

ぶ
長
い
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
い
ち
ご
の

花
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
紹
介
さ
れ

た
北
橘
の
樋
口
さ
ん
、
大
き
な
ガ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
に
野
菜
の
苗
が
び
っ
し
り
。
二

人
共
、
農
業
経
営
士
で
す
。
そ
し
て
、

有
機
肥
料
を
研
究
し
て
い
る
若
喜
屋
さ

ん
、
養
豚
業
の
山
崎
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
農
協
の
”
ア
グ
リ
大
学
“
や

地
元
農
協
の
職
員
さ
ん
、
花
木
組
合
、

そ
菜
組
合
の
皆
さ
ん
、
私
に
は
先
生
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
農
業
を
始
め
て
、
た

く
さ
ん
の
人
々
と
出
合
い
、
学
び
、
お

か
げ
で
直
売
所
に
も
出
荷
し
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
最
近
話
題

の
『
安
全
、
安
心
』
は
、

「
自
ら
作
り
出
せ
る
の
で

は
」
と
思
い
ま
す
。
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
で

畑
も
貸
し
手
が
い
ま
す
。

農
業
は
知
れ
ば
知
る
程

お
も
し
ろ
い
の
で
、
初

心
者
方
、
ぜ
ひ
生
涯
学

習
も
兼
ね
て
、”
畑
“
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

就
農
し
た
の
は
、
い
つ
か
ら

で
す
か
？

県
立
勢
多
農
林
高
校
の
畜

産
学
科
の
畜
産
経
営
コ
ー
ス

で
三
年
間
、
東
京
農
業
大
学
の
畜
産

学
科
で
四
年
間
養
豚
の
勉
強
を
し
卒

業
後
、
全
農
の
指
定
養
豚
場
「
（株）
フ

リ
ー
デ
ン
大
東
農
場
」
で
研
修
を
し

て
今
年
の
四
月
か
ら
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

現
在
、
母
豚
80
頭
、
肉
豚

を
常
時
８
０
０
頭
飼
育
し
肉

豚
は
年
間
１,
８
０
０
頭
を
出
荷
す
る

一
貫
経
営
を
し
て
ま
す
。

養
豚
場
の
周
囲
が
住
宅
地
で
す
の

で
公
害
対
策
に
は
人
一
倍
気
を
遣
っ

て
お
り
ま
す
が
大
変
で
す
。

一
母
豚
当
り
の
分
娩
頭
数
の
向
上
、

肉
豚
の
上
物
率
の
向
上
、
分
娩
後
一

八
〇
日
令
で
生
体
重
一
一
〇
㎏
を
目

標
に
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
あ
と
一

歩
で
す
。今

後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

肉
豚
は
銘
柄
豚
「
赤
城
ポ

ー
ク
」
と
し
て
出
荷
し
て
お

り
ま
す
が
今
後
さ
ら
に
肉
質
の
改
善

に
努
力
を
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
る
肉
を
生
産
し
て
い
き
た
い

で
す
。

８

唐澤 絹枝さん
（村上）

田中 則之さん
（北橘町八崎）


